
[写真]左から時計回りに吉田院長（六日町病院）、布施院長（小出病院）、若月病院局長、 

山﨑福祉保健部副部長、荒川県地域医療推進機構理事長、大平魚沼市長、井口南魚沼市長、 

内山院長（魚沼基幹病院） 
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魚沼地域の医療再編に係る移行方針について確認を行うため、12 月６日（土）に魚沼

市長、南魚沼市長、（一財）新潟県地域医療推進機構理事長、県福祉保健部副部長、県病院

局長、再編対象病院の院長が集まり、魚沼医療再編に係る移行調整会議が開催されました。 

 

○ 魚沼地域医療再編について 

三次救急・高度医療を他圏域に依存し、慢性的な医師不足が課題となっている魚沼地域

の医療高度化を図るため、新潟県は、新潟大学地域医療教育センター・魚沼基幹病院を公

設民営の病院として整備し、圏域内の三次救急・高度医療を提供することとしています。 

また、魚沼基幹病院の整備に併せて、県立小出病院を魚沼市に、県立六日町病院を南魚

沼市にそれぞれ移譲し、魚沼地域の医療再編を行うこととしています。 

魚沼地域医療再編に係る移行調整会議が開催されました！ 



〇 魚沼医療再編計画 

地域の中核的病院

県立小出病院

県立六日町病院

再編前（各病院自己完結型） 再編後（二次医療圏完結型）

基幹病院 周辺病院

魚沼基幹病院

魚沼市立小出病院

《 魚沼地域の医療再編について 》

魚沼医療圏中越医療圏

長岡赤十字病院等

【中越圏域に入院患者
が流出】

◆悪性新生物〈24.8％〉

◆心疾患〈18.0％〉

患者紹介/逆紹介

機能分担・連携

● 三次救急・高度医療は他圏域に依存

● 県内７圏域中で最低の医師不足地域

● 施設間で機能分担と連携ができていない

● 医療情報の共有と機能分化に基づく医
療提供体制の構築

● 病院経営効率化と経費削減

● 医師育成と医師派遣による協力体制の
構築

● 周辺病院の老朽化

● 三次救急医療や高度医療の確保

南魚沼市民病院

南魚沼市立
(新)ゆきぐに大和病院（仮称）

南魚沼市立
ゆきぐに大和病院

199床

383床

199床

40床

140床

134床

454床

医師派遣

 

〇 主な会議内容 

・ 当初計画では南魚沼市が平成 27 年６月に南魚沼市民病院を開院する予定であった

が、建設の遅れ等により開院が平成 27 年 11 月となるため、それまでの間、現県立

六日町病院の建物を利用して「南魚沼市立六日町病院」を開院すること。 

・ 新設病院の立ち上げに向け、各種リハーサルやチーム編成など準備を進めること。 

・ 住民が十分な理解のもとスムーズに受診できるよう住民周知を進めていくこと。 

などが確認されました。 

 

〇 移行期における各病院の許可病床数 

 現 在 平成 27 年６月～ 平成 27 年１１月～ 

魚

沼

市 

県立小出病院（383 床） 市立小出病院（90 床）※１ 

市立堀之内病院（80 床） 市立堀之内病院（50 床）※２ 

南

魚

沼

市 

 魚沼基幹病院（454 床） 

県立六日町病院（199 床） 市立六日町病院（20 床） 
南魚沼市民病院 

（140 床） 

市立ゆきぐに大和病院 

（199 床） 

市立ゆきぐに大和病院 

（40 床） 

※１ 市立小出病院は平成 28 年４月以降、134 床に増床予定  

※２ 市立堀之内病院は平成 27 年４月から 50 床に縮小 



[写真]講演されている竹石外科部長（加茂病院） 

 

 

 

 

９月７日（日）、加茂病院では地域医療を担う地元の病院として「かも福祉フェスティバ

ル」に参加しました。かも福祉フェスティバルは、加茂市社会福祉協議会が中心となり、

心の豊かさや生きがいを求め、地域で支え合う社会づくりを目的として毎年開催されてい

ます。 

ステージイベントと各種ボランティアサークルの展示、市内通所作業所の展示即売のほ

か、バルーンアートなどのお楽しみコーナーを設けるなどバラエティに富んだものとなっ

ています。加茂病院ブースでは、「健康相談コーナー」を設け、体脂肪や血圧測定、血管年

齢の判定などを行い、来場者の方々の健康相談に応じるとともに、食物繊維入りゼリーや

オリゴ糖シロップなどの栄養補助食品の試食コーナーを設けるなど、ご自身の健康のあり

方について、気軽に、楽しみながら考えていただこうというコンセプトで実施しました。  

また、ステージイベントして、竹石利之外科部長が「消化器癌の基礎知識～予防と治療

～」、佐藤美津恵副看護師長（皮膚・排泄ケア認定看護師）が「めざせ快便！～腸内環境を

整えることが健康のバロメーター～」と題して講演を行いました。９０名近くの聴衆が興

味深く講演を聞き入っており、日頃の健康管理への取組に大いに参考になったのではない

かと思います。 

このような住民の方々とのふれあいの中で、地域に開かれた、身近な病院として役立て

たらと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かも福祉フェスティバルに参加しました！ 
～加茂病院、地域に開かれた病院へ～ 



 
 
 
 

新発田病院附属看護専門学校では、多くの若者から将来の職業として看護職を選択して

もらい進学時に選ばれる学校となるため、毎年学校説明会を開催しています。 

７月２８日の開催日には、１４０名の参加者とその保護者が来校しました。開校５７年

の歴史を持つ３年制の看護専門学校であり、母体病院の新発田病院と隣接するリウマチセ

ンターが主な実習施設であるという恵まれた学習環境に参加者の関心が集まりました。 

 学校長の挨拶にはじまり、学校概要説明、在校生のサポートによる技術演習体験、校内

見学、質問・相談コーナー、教員製作による講義・実習紹介のＤＶＤ上映などを行いまし

た。参加者からは「さらに看護の仕事に興味を持ちました。」「施設がきれいで、設備も整

っていて、学ぶにはすごくよい環境だと思いました。」「この学校を受験したいと思いまし

た。」などの声を聞くことができました。 

１８歳人口の減少により、学生を確保することが困難になっている中、より多くの受験

生に志願してもらえるよう、引き続き、看護の仕事や学生生活が実感できる学校説明会に

していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見て、聴いて、触れて！「学校説明会」開催しました！！ 
～新発田病院附属看護専門学校、志願者確保の取組～ 

「信頼される病院づくり」にかかる取組をお知らせください！ 

皆様からの「こんなことやっているよ」という情報提供や投稿を心からお待ちしています！  

病院局業務課改革室   E-mail: ngt400020@pref.niigata.lg.jp 

 

参考 平成 27 年度生の募集 

 ●一般入学選考出願受付  

平成 26 年１２月１５日（月）～１２月１９日（金） 

●一般入学選考  

平成 2７年１月１３日（火）一次試験 １月１５日（木）二次試験 
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